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１．法人の概要 

 名 称  学校法人 豊緑学園（平成５年４月１日法人設立） 

 代表者  理事長 川越 真紀子     

 住 所  豊中市宮山町１丁目２番２６号   

 電 話  ０６－６８５２－６９０６ 

 ＦＡＸ  ０６－６８５２－６９１９ 

 設置する学校  

    住 所 豊中市宮山町１丁目２番２６号  

    名 称 豊中みどり幼稚園 

 設置する保育園 

    住 所 豊中市柴原町 5丁目 14番１号  

    名 称 豊中みどりっこ保育園 

役 員 

    理 事 ６名 

    監 事 ２名 

    評議員 １３名 

 理事会    ２回開催 

 評議員会   ２回開催 

 職 員   ３０名（豊中みどり幼稚園） 

       ２０名（豊中みどりっこ保育園） 

２．事業概要 

 （ 豊中みどり幼稚園 ） 

 ≪教育方針≫ 

   元気・やる気・勇気 

―心とからだがのびのび・いきいき元気― 

 ≪教育内容≫ 

  基本はクラス保育ですが、“人”との関わりを大事にする上で、異年齢児保育をよ

く取り入れたり、外国人（英語の先生等）、お年寄り、中学生、園外の方々等とのふ

れあいも大切にしています。また、家庭では体験できない新たな世界と出会い、幼児

の自立に向けた基盤を育成すべく、日々の保育にあたっています。 

１・２号子ども  

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 2 70 2 70 2 70 6 210

2020年度 3 68 2 68 2 70 7 206

2021年度 3 65 2 67 2 67 7 199

2022年度 3 64 2 63 2 63 7 190

クラス数計 園児数計
３歳児 ４歳児 ５歳児

 

≪保育時間≫ 

  月～金曜日 午前９時～午後２時 



  第３土曜日 午前９時～午前１１時３０分 

≪諸費用≫ 

項目 １号認定 ２号認定 

入園受入準備金 ３歳児 ３０，０００円 

４歳児 ２０，０００円 

５歳児 １０，０００円 

３歳児 ３０，０００円 

４歳児 ２０，０００円 

５歳児 １０，０００円 

保育料（月額） 豊中市が定める金額 豊中市が定める金額 

教育充実費（月額） ４，０００円  ５，０００円 

施設協力費    １０，０００円 １０，０００円 

給食費（月額）     ３，９２０円     ８，４００円 

バス維持費（月額）     ３，５００円 ３，５００円 

ＰＴＡ（月額）     １，０００円 １，０００円 

≪預り保育の内容及び費用≫ 

  月～金曜日 通常保育終了後～午後５時まで １時間３００円 

           午後５時～午後７時まで １時間４００円 

土曜日   通常保育終了後～午後３時まで １時間３００円 

  長期休暇中         午後５時まで １時間２００円 

           午後５時～午後７時まで １時間３００円 

 ≪行事実施状況≫ 

   春の遠足、プール開き、七夕音楽参観、お泊まり保育、運動会、バザー、もちつ

き大会、人形劇鑑賞、生活発表会、球技大会、秋の遠足、つくってみよう会、クリ

スマス会、ひなまつり会、卒園お別れ遠足、お誕生会、えいごのオープンクラス 

 ≪施設関係≫ 

園地面積 １，１６９．１㎡  運動場面積 ６４２．７㎡ 

幼稚園部門より、１階廊下電動シャッター取替工事、ロフト遊具改造階段ユニット

の追加設置。 

≪設備関係≫ 

 幼稚園部門より、iPad、スズチュウフライヤー、園児管理システムの取得。 

 保育園部門より、エアクリーナーの取得。 

（ 豊中みどりっこ保育園 ） 

 ≪園児数≫ 

０歳児 １歳児 ２歳児

園児数 園児数 園児数

2021年度 6 10 12 28

2022年度 6 10 12 28

園児数計
保育所

定員２５人

  

≪事業報告≫ 

２０２１年度は、新型コロナウイルスの感染状況が、１１月から年明けまで第５

波が収まり、社会・経済活動の再開で進展するかと思われましたが、１月半ばより、



感染力の強いオミクロン株の第６波が全世界で拡大し、日本においても感染状況が

続く中、新年度に突入しました。 

更に、冬季オリンピック閉会の日、ロシア軍によるウクライナ侵攻の戦争が勃発

し、世界は、新型コロナウイルス以上の課題を抱え、暗黒の状況に陥らされていま

す。世界中が、一刻も早く侵略戦争が終わることを願っています。 

２０１５年４月より子ども子育て支援新制度がスタートしましたが、移行が進み、

２０２２年度は、６割近い園が新制度に移行し、１７１園が私学助成で園を運営し

ています。 

当園は、２０１７年度より新制度に移行して園を運営しています。 

一方、２０２１年の出生数は、８４万２，８９７千人の出生数となり急激な少子

化が進行していますが、婚姻数が前年度より１２％以上減少していることから、２

０２２年以降は、一層少子化が進み８０万人を割り込むことが予想されています。 

採用状況は、依然として厳しい状況が続いています。幼稚園教諭・保育士の養成

校も生き残りをかけ学生確保に取組んでいますが、大阪府内の殆どの養成校は、定

員を確保出来ていない状況になっています。更に、受験生の多くは４年制大学指向

が強くなり、幼稚園教諭の免許及び保育士資格を取得した場合でも、企業の採用意

欲が強く、すんなりと認定こども園・幼稚園に応募することも極端に少なくなって

います。 

当園としては、安定した事業継続を図るため、地域の少子化進行状況及び養成校

はもとより人材派遣会社等から教職員採用状況を調査・検討し、実態をしっかりと

見定めたいと考えています。今後、戦争と新型コロナウイルスの影響は、当分続く

ものと思われるので、景気の一層の落込みから、保護者世帯の家計も厳しい状況と

なることから、慎重に対応していくこととする。そこで、収入を安定させるため、

施設給付費の加算等の内容を十分に把握し、事務を効率化し進めていく。 

自己評価については、確実に実施し公表しているが、その自己評価の内容を、学

校関係者評価委員会で十分検討して頂き、別紙のとおり纏め公表に努めた。 

財務状況については、事業活動収支計算書での教育活動収入計が２８５，１３３

千円（前年度３１４，１１０千円）、教育活動支出計が２５１，５４３千円（前年

度３０５，７０４千円）となり、教育活動収支差額３３，５９０千円（前年度８，

４０５千円）、経常収支差額比率１１．８１％（前年度２．７３％）となった。 

また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、６３．２

１％（前年度７５．４０％）となった。翌年度繰越支払資金は、当年度の保持すべ

き資金（第４号基本金）の額を相当上回る額の支払資金を保持できているので、資

金繰りは問題ない。 

新年度、幼稚園部門において園児数が前年度より減少しているのは、計画的な運

営であるが、今後も慎重な運営を心掛けたい。 

 

３．財務状況 別紙参照 


